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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
、
７
月
25
日
、
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（
新
宿
）
に
お
い
て
、「
想
い
を

つ
な
い
で
50
年
『
会
員
企
業
を
守
り
た

い
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
推
進
大
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
、
単
位
会
の
厚
生
及
び
組

織
委
員
長
、
受
託
会
社
の
役
員
及
び
支
社

長
、
支
店
長
な
ど
の
ほ
か
、
受
託
会
社
推

進
員
、
代
理
店
等
、
約
２
６
０
名
が
出
席

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
想
い
を
つ
な
い
で
50
年
『
会
員
企

業
を
守
り
た
い
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ

い
て
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
単
位
会
、
東

法
連
、
受
託
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
、
目

標
達
成
の
た
め
推
進
に
取
り
組
も
う
と
い

う
も
の
。
第
２
部
で
は
、
昨
年
度
ま
で
行

わ
れ
て
い
た
「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
特
別
表
彰
受
賞
会
へ

の
感
謝
状
の
贈
呈
を
は
じ
め
、
受
託
会
社

の
推
進
員
、
代
理
店
な
ど
、
前
年
度
優
績

者
に
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
の
授
与
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

第
一
部
の
推

進
状
況
報
告
で

は
、
冒
頭
、
岩

﨑
五
六
東
法
連

厚
生
共
益
事
業

委
員
長
（
立
川
法
人
会
会
長
）
の
挨
拶
の

後
、
田
中
光
史
東
法
連
専
務
理
事
か
ら
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の

目
的
、
推

進
策
と
し

て
の
、
マ

イ
ス
タ
ー

制
度
、
受

託
会
社
機

関
長
等
を

対
象
と
し

た
表
彰
の

継
続
、
特

別
表
彰
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
各
会
に
対
し
て
は
、
受
託
会

社
と
の
連
携
、
会
員
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
周
知
、
目
標
達
成
に
向
け
た
一
層
の
協

力
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
大
同
生
命
、

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
の
担
当
者
か

ら
各
社
の
推
進
策
の
説
明
が
あ
っ
た
。

前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
上
回
る
新
規

加
入
企
業
数
５
７
８
０
０
社
目
指
す

２
年
後
の
令
和
３
年
に
、
経
営
者
大
型

総
合
保
障
制
度
創
設
50
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
法
人
会
で
は
こ
の
大
き
な
節
目
の

年
を
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

や
ア
フ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
が
ん
保
険
な
ど
も

含
め
て
、「
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
創
設

50
周
年
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
２
年
間
を
、
プ

レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
本
年
度
よ
り

「
想
い
を
つ
な
い
で
50
年
『
会
員
企
業
を

守
り
た
い
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

目
標
は
「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
同
様
に
新
規
制
度
加

入
企
業
数
で
、
全
法
連
ベ
ー
ス
で
２
年
間

三
社
共
有
目
標
５
７
８
０
０
社
を
目
指

す
。
こ
れ
は
、
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
５
５

０
０
０
社
を
上
回
る
目
標
で
あ
る
。

（
2
頁
に
つ
づ
く
）

「
想
い
を
つ
な
い
で
50
年『
会
員
企
業
を

守
り
た
い
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」推
進
大
会

受
託
会
社
推
進
員
ら
優
績
者
に

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証・会
員
増
強
感
謝
状授与式に臨むマイスターの皆様と出席者

あいさつする
岩﨑五六委員長



2019年（令和元年）9月号 （2）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

業
界
に
先
駆
け
た
優
れ
た

大
型
保
障
制
度

大
型
保
障
制
度
は
、
法
人
会
が
創
設

し
た
法
人
会
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
大

同
生
命
と
当
時
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
が
生
命
保
険

と
損
害
保
険
を
セ
ッ
ト
に
し
、
当
時
と

し
て
は
破
格
の
最
高
１
億
円
の
ビ
ッ
グ

な
保
障
制
度
で
あ
っ
た
。
保
険
金
額
の

大
き
さ
の
み
な
ら
ず
、
保
障
範
囲
も
幅

広
く
、
企
業
の
存
続
と
い
う
観
点
か
ら

は
そ
れ
ま
で
の
生
命
保
険
で
は
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
好
評
を
博
し
た
。

そ
の
後
、
法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度

に
加
わ
っ
た
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
も
、
企
業
の
リ
ス
ク
に
対
し
広
範
囲

に
保
障
し
、
業
界
に
先
駆
け
た
新
し
い

保
障
を
含
む
な
ど
優
れ
た
制
度
で
あ

る
。
ア
フ
ラ
ッ
ク
が
ん
保
険
の
知
名
度

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
法
人
会
の
福
利

厚
生
制
度
を
、
会
員
企
業
を
守
る
た

め
、
さ
ら
に
多
く
の
会
員
企
業
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
拡
大
し
よ
う
と
い
う

の
が
、
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的

で
あ
る
。

１
５
０
名
の
マ
イ
ス
タ
ー
に

認
定
証
を
授
与

第
２
部
で
は
、「
ふ
や
そ
う
２
万
社

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
特
別
表
彰

の
感
謝
状
が
岩
﨑
委
員
長
か
ら
、
受
賞

会
５
会
を
代
表
し
て
武
蔵
府
中
法
人
会

の
日
比
生
信
義
氏
（
同
会
副
会
長
・
厚

生
共
益
事
業
委
員
長
）に
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
受
託
会
社
推
進
員
及
び
代
理

店
に
対
す
る
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
の
授

与
と
会
員
増
強
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
授
与
は
、

受
託
３
社
各
社
ご
と
に
行
わ
れ
、
岩
﨑

委
員
長
か
ら
１
５
０
名
の
マ
イ
ス
タ
ー

に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。
大
同
生
命

で
は
58
名
を
代
表
し
、
多
摩
支
社
の
内

山
江
美
氏
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
は
76
名
を
代

表
し
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
東
京
キ
ャ
リ
ア
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
営
業
部
の
荒
巻
剛
氏
、
ア

フ
ラ
ッ
ク
は
16
名
を
代
表
し
、
代
理

店
、
株
式
会
社
日
昭
の
上
原
基
裕
氏
が

受
領
し
た
。

会
員
増
強
優
績
者
に

感
謝
状
を
贈
呈

会
員
増
強

感
謝
状
贈
呈

式
で
は
、
松

本
光
史
東
法

連
総
務
組
織

委
員
長
（
江
東
東
法
人
会
会
長
）
か

ら
、
大
同
生
命
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
合
せ
て

22
名
を
代
表
し
て
、
大
同
生
命
多
摩
支

社
の
大
久
保
順
子
氏
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

そ
の
後
、
マ
イ
ス
タ
ー
及
び
会
員
増

感謝状を受領する
武蔵府中法人会 日比生信義氏（右）

マイスター認定証を受領する大同生命 内山江美氏（右）

マイスター認定証を受領するＡＩＧ 荒巻剛氏（右）

マイスター認定証を受領するアフラック 上原基裕氏（右）

あいさつする
松本光史委員長



2019年（令和元年）9月号

「ふやそう２万社GOGOキャンペーン」
特別表彰

平成29・30年度　通算特別表彰
〈表彰基準〉
　平成29年４月～平成31年３月に獲得した経営者大型総
合保障制度、ビジネスガード、がん保険等の新規加入企業
数が、３制度を合計した３社共有２年間目標通算を達成し
た単位会のうち、達成率上位10単位会。

〈受 賞 会〉	 １位　武蔵府中　法人会（145.6%）
	 ２位　町　　田　法人会（135.5％）
	 ３位　江戸川北　法人会（119.5％）
	 ４位　杉　　並　法人会（100.0％）

※基準達成会は以上４単位会。（  ）は達成率

平成30年度　下期限定特別表彰
〈表彰基準〉
　平成30年10月～平成31年３月に獲得した経営者大型
総合保障制度、ビジネスガード、がん保険等の新規加入企
業数が、３制度を合計した３社共有目標（年間目標を期間
按分）を達成した単位会のうち、達成率上位５単位会。

〈受 賞 会〉	 １位　武蔵府中　法人会（228.3%）
	 ２位　江戸川北　法人会（131.1％）
	 ３位　町　　田　法人会（123.8％）
	 ４位　北　　沢　法人会（112.5％）
	 ５位　杉　　並　法人会（111.5%）

※（  ）は達成率

本年度新たに
東法連顧問に就任した方々

（敬称略・法人会名簿順）
岩　上　義　明 （麻布法人会）
盛　　　庄　吉 （小石川法人会）
加　藤　高　身 （本郷法人会）
長　澤　一　雄 （上野法人会）
柳　田　道　康 （渋谷法人会）
小　竹　良　夫 （荻窪法人会）
外　勢　直　樹 （板橋法人会）
水　越　乙　彦 （王子法人会）
伊　澤　英　敏 （荒川法人会）
山　浦　真　一 （向島法人会）
片　岡　嘉　治 （葛飾法人会）
渡　邊　省　吾 （江東西法人会）

（3）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

強
優
績
者
を
代
表
し
て
、
大
同
生
命

の
内
山
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
同

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
お
客
様
の
経
済

的
な
安
定
と
人
生
を
お
守
り
す
る
制

度
、
仕
組
み
を
ご
案
内
す
る
の
が
使
命

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に
法

人
会
福
利
厚
生
制
度
を
ご
案
内
し
て
い

き
、
お
客
様
を
お
守
り
し
て
い
く
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
今
後
の
推
進
へ
の

抱
負
を
語
っ
た
。

東
法
連
の
顧
問
会
議
が
、
７
月
23

日
、
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
今
回

新
た
に
就
任
し
た
顧
問
、
及
び
東
法
連

正
副
会
長
ら
18
名
が
出
席
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
本
年
６
月
の
東
法

連
通
常
総
会
で
東
法
連
理
事
を
退
任
さ

れ
た
方
々
へ
、
小
林
栄
三
会
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
、
顧
問
委
嘱
状

の
交
付
が
行
わ
れ
、
柳
田
道
康
前
東
法

連
副
会
長
（
渋
谷
法
人
会
前
会
長
）
が

代
表
し
て
受
領
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和
元
年
度
改
選
に
伴

う
東
法
連
・
全
法
連
の
役

員
等
、
地
域
を
超
え
た
会

員
紹
介
制
度
、
福
利
厚
生

制
度
の
推
進
、
消
費
税
軽

減
税
率
導
入
直
前
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、

単
位
会
の
広
報
活
動
に
対
す
る
表
彰
、

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
、

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
の
推
進

等
、
東
法
連
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
顧
問
の
方
々
に
理
解
と
協
力

を
求
め
た
。

東
法
連
の
顧
問
は
、
理
事
（
各
会
の

会
長
）
を
退
任
さ
れ
た
方
々
へ
委
嘱

し
、
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
新
た
に
顧
問
に
就
任
し
た
12
名
の

方
々
は
次
の
と
お
り
。

退
任
理
事
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

●
顧
問
会
議

会員増強感謝状を受領する 大同生命 大久保順子氏（右）

委嘱状を受領する柳田道康顧問（左）右は小林会長
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
法
連
で
は
、
８
月
１
日
、
２
日
の

２
日
間
、
全
法
連
会
館
で
法
人
会
事
務

局
職
員
向
け
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
全
法
連
、

東
法
連
、
単
位
会
事
務
局
職
員
ら
56
名

が
参
加
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
警
視
庁
の
協
力
に
よ

る
実
施
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
策
の
一
つ
で
も
あ
る
。
講
師
は
警
視

庁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本
部

対
応
チ
ー
ム
主
任
で
警
部
補
の
所
周
平

氏
で
、「
サ
イ
バ
ー
空
間
を
め
ぐ
る
脅

威
の
情
勢
と
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
」
を
テ
ー
マ
に
解
説
し
た
。

今
後
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
ま

で
に
サ
イ
バ
ー

犯
罪
が
急
増
す

る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
は
対
策
が
遅
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
が
一
番
狙
わ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
サ
イ
バ
ー
犯

罪
を
取
り
巻
く
環
境
や
対
策
に
つ
い
て

事
務
局
職
員
に
認

識
を
深
め
て
も
ら

い
、
各
会
で
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど

に
よ
り
、
会
員
企

業
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
そ
の
重
要

性
の
周
知
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
局
を
原
因
と

す
る
対
策
不
足
に
よ
る
会
員
企
業
等
へ

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

も
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催
希
望
の
会
は

東
法
連
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
の
平

成
25
年
以
降
、
警
察
庁
で
検
知
し
た

不
正
ア
ク
セ
ス
数
が
大
幅
増
。

〇
東
京
都
産
業
労
働
局
で
は
無
料
の
中

小
企
業
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
る
。

〇
大
企
業
は
す
で
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
弱
い
中
小
企
業
が
狙
わ
れ
る
の

は
必
然
。

〇
中
小
企
業
の
端
末
機
を
通
し
て
大

企
業
に
侵
入
し
た
場
合
、
そ
の
端
末

機
か
ら
の
侵
入
記
録
だ
け
が
残
る
た

め
、
警
察
の
差
押
、
事
情
聴
取
に
至

り
、
業
務
停
止
、
信
用
失
墜
の
可
能

性
と
と
も
に
風
評
被
害
も
。

情
報
漏
洩
は
損
害
賠
償
請
求
さ
れ

る
恐
れ
や
、
民
事
訴
訟
へ
発
展
し
倒

産
の
可
能
性
も
あ
る
。

〇
Ｏ
Ｓ
や
各
種
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
最
新

化
し
、
サ
ポ
ー
ト
切
れ
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
は
危
険
。

〇
メ
ー
ル
攻
撃
対
策

●	

受
信
し
た
メ
ー
ル
の
件
名
に
気
を
つ

け
、
情
報
を
共
有
し
よ
う
。
（
特
に

初
め
て
、
心
あ
た
り
の
な
い
メ
ー
ル

に
は
要
注
意
）

●	

メ
ー
ル
の
送
信
者
に
気
を
つ
け
よ
う

（
過
去
の
や
り
と
り
を
確
認
）

●	

メ
ー
ル
本
文
に
気
を
つ
け
よ
う
（
異

様
に
急
が
せ
る
、
興
味
を
惹
か
せ
る

も
の
か
）

●	

メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
気
を

つ
け
よ
う
（
拡
張
子
を
全
表
示
に

し
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
を
確
認
。
危
な
い

拡
張
子
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
開
か
な

い
。
）

〇
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

●	

送
信
者
を
詐
称
し
た
電
子
メ
ー
ル
を

送
り
つ
け
、
偽
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

接
続
さ
せ
、
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
や
カ

ー
ド
情
報
な
ど
の
重
要
な
個
人
情
報

を
盗
み
出
す
行
為
。

●	

メ
ー
ル
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変

更
・
確
認
す
る
要
求
が
き
た
ら
詐
欺

を
疑
お
う
。

法
人
会
事
務
局
向
け
に

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施

警
視
庁
所
周
平
警
部
補
が
講
演

「“
税
を
考
え
る
週
間
”協
賛 

講
演
会
」の
ご
案
内

　

東
法
連
で
は
、「“
税
を
考
え
る
週
間
”協
賛 

講
演
会
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。一
般（
非
会
員
）の
方
の
参
加
も
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
の
お
申
込
み
は
東
京
法
人
会
連
合
会
事
務
局
（
℡ 03-3357-0771

）ま
で

日
　
時
令
和
元
年
10
月
25
日
（
金
）
午
後
３
時
00
分
～
４
時
30
分

場
　
所
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

東
京
都
新
宿
区
市
谷
八
幡
町
８　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
ビ
ル

最
寄
駅	

Ｊ
Ｒ
『
市
ヶ
谷
駅
』
よ
り
徒
歩
約
2
分

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
・
有
楽
町
線
『
市
ヶ
谷
駅
』
7
番
出
口
よ
り
徒
歩

約
1
分
、
4
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
2
分

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
『
市
ヶ
谷
駅
』
4
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
2
分

テ
ー
マ
「
令
和
の
税
制
改
正
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

講
　
師
野
村
資
産
承
継
研
究
所　

税
務
顧
問　

青
山　

慶
二
氏

定
　
員
１
５
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費
無　

料

講演する所周平氏


